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1. 緒
鈎虫症患者の心臓の大ささに関する研究は，外国に於ては， Porter (1937)(1)の詳細な研究
があり，先ず拡張が起り，貧血が永続する時には心臓は肥大する。そして此等の変化は，鈎虫
感染の結果で、あって，臨床的に重要な所見であるといってい ~o 本邦に於ては，最近，妹尾 
(1950)仰の研究がある。即ち鈎虫症患者のレントゲン線心臓実大像を精査した結果，諸径及び
心臓面積は，貧血の高度であるもの程大きく，心臓面積の増大の由って来るところは，主に左
心の拡大にある O そして，心臓の形態も之に一致し，其の上，大多数のものは正常姿心叉は横
姿心で、あるという。但し，此等の研究は，何れも臨床的立場より行われて居り，その検査対象
が鈎虫症患者である O 鈎虫 Carrierを対象としたレントゲン線心臓実大像に関する研究には，
松山(1953)ゅの研究がある。即ち学童(小学 4年生)を対象にしたレントグン線心臓実大像
に於て，横径，長径，幅径及び心臓面積を計測したが，鈎虫群，姻虫群及び陰性群の 3群間に
は，有意の差が認められないという。鈎虫の感染率は，年令別に層化してみると，虫回虫とは明
らかに異って，幼年者に低率で、青壮年層に高率となる O 従って学童の鈎虫 Carrierに関する
研究よりも，成人の鈎虫 Carrierに関する研究が，更に重要であると考えられる O 著者は，
此処に，公衆衛生学的立場より見た鈎虫 Carrier l乙関する研究の一環として，成年男子の鈎
虫 Carrierを検査対象として， レントゲン線心臓実大像を研究し，若干の知見を得たので報
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告する。 
2. 検査対象及び検査方法 
1) 検査対象
検査対象は，鈎虫 Carrier36名及び鈎虫陰性者
36名である。何れも成年男子で，日立製作所水戸工 
場従業員であり，第 1編心震図検査の時と同ーの対
象である。検査対象者に関する諸調査は第 1表の示
す如くである。
2) 検査方法
(1) 撮影法 空腹時，直立位にて安静呼吸を軽
く休止せしめて， F i1m 焦点聞の距離が 2m，撮影
時間は l/lOsec.，レY トグン管の焦点は，正しく被
検者の第6胸椎の高さを選ぶ。被検者の姿勢は，lE
しく Kasetteにあてて，背腹撮影を行う。 
(2) 計測法 
(a)径計測 右正中間隔 Mr，左正中間隔 Ml，
一横径 Tr・，縦径 L，下横間隔 uQ，上横間隔 oQ，幅
径 Br，湾高 B-h，肺臓基底横径 Lb，基底径Bを測
定し，此の測定値の 96%を実測値として cmにて 
表わす。 
(b)形態指数 形態指数として Ml川，fr，L/Br， 
傾斜角 αの三者を選ぶ。 
(c)心臓面積 左第4弓，右第 2弓及び想像上下
限界に囲まれた部分の面積即ち心臓正面像面積を，
Gubnerく1949)ωは，楕円に近いと考えて，心臓面 
積 A= _7r_ X L x 
4 
'Bcm2として概算して居る。著者 
はp 此の計算式により面積を算出した。 
3) 健康心臓における標準値
各径の標準値としては，額田・今村く1914)<5)のも
のを採用し，体重及び身長に対応するE常値の平均
を以てする。形態指数の標準値としては，小田等 
く1936)<6)のものを採用した。 
3. 検査成績 
1) 径計測 
(1) 右正中間隔 Mr 
最大，最小及び平均値は，第 2表に示す通りで， 
F-testで検定すると，両群間に有意の差はない。 
Dietlen(7)は，標準値より1.5cm以上の差がある場
合を以って，初めて病的と認めるべきであるといっ
て居る。従って，標準値より1.5cm以上大なる例
数に注目すると，第3表に示す如く， Carrier群に
1例，陰性者群に 2例認められる。
(2) 左正中間隔 Ml 
最大，最小及び平均値は，第2表に示す通りで，
F-testで検定すると，両群聞に有意の差はない。 
そして標準値より1.5cm以上大なる例数は第3表
に示す如く，両群ともにみられない。
第 1表 検査対象者に関する諸調査
群 別(年令| 血液所見 身 長(体 重‘ 
鈎虫 Carrier群
35.2才
(54"，21) 
血色素量% 83.3% (98%~70%) 
赤血球数 437.5万(!)5"-' 345) 
血色素係数 0.94 (1.17""-'0.69) 
160.7 cm 
(l73~149.5) 
52.8 kg 
(73~43) 
鈎虫陰性者群
39.5才
(52"，22) 
血色素量% 84.9% (95%"，75%) 
赤血球数 462.2万(516--407) 
血色素係数 0.92 (1.06--0.78) 
162.4cm 
(175~154) 
60.1 kg 
(75--46.5) 
表中の数値は，何れも平均値で， ()内は最大値及び最小値を示す。
第 2表 各径の実測値
.群 J.llj 各 径 IMr IMl ITr IL I.uQ IoQ IBr IB-h ILb IB 
cmcmcm cm cnl cm 26C.9R1 12.526.9 I 5.8 I 11.9 6.0 8.8 13.8 16.1最大値 
4.5 3.1 ' I 8.3 8.6240.42.9 5.0 9.6 11.7Carrier群 l最小値 
10.51.3 25.513.5 5.4 I 4.7 I 10.1 4.5平均値 
最大値 i6.5 12.19.2 7.1 5.2 11.7 1.8 26.914.4 15.6 
.4.4 8.2 23.5 8.66.1 10.2 11.'7 3:2 0.73.4陰性者群|最小値 
1. 5.9 4.3 10.212.5 13.8 1.1 25.6 10.94.8 7.7平均値 
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第 3表 標準値より L5cm以上大なる例数
鈎虫 Carrier群 | 鈎虫陰牲者群
各径!例数 jNum叫各径 j例数I
Mr 
Ml 
Tr 
L 
Br 
1例 No. 1 Mr。。 Ml Tr 
2 No. 5 LNO.29 
2 BrNO.29 
2例|。 
1 
3 
2 
Number 
No. 8 
NO.18 
NO.36 
NO.ll 
NO.13 
NO.19 
No. 8 
NO.13 
計
5例 (4名〉 計 8例 (6名〕
く3) 横径 Tr 
右正中間隔 Mrと左正中間隔 Mlの和であり，最
大，最小及び平均値は，第 2表に示す通りで， F-test 
で検定すると，両群間に有意の差はない。そして標
準値より1.5cm以上大なる例数は，第3表に示す
如く， Carrier群になく，陰性者群に 1例みられる。 
(4) 縦径 L
最大，最小及び平均値は，第 2表に示す通りで， 
F-tertで検定すると，両群聞に有意の差はない。
そして標準値より1.5cm以上大なる例数は，第3
表に示す知く， Carrier群に 2例，陰性者群に 3例
みられる。 
(5) 幅径 Br
下積間隔 uQと上横間隔 oQとの和であり，最
穴，最小及び平均値は，第 2表に示す通りで， F-test 
で検定すると，両群間に有意の差はない。そして標
準値より1.5cm以上大なる例数は， Carrier群に 
2例，陰性者群に 2例みられる。以上， Mr，Ml， 
Tr，L，Brの径計測に於て，標準値より1.5cm以
上大なる例数は， Carrier群で 5例，陰性者群で 8
例で，之を人員数に直すと，第3表に示す如く， 
Carrier群では 4名，陰性者群では 6名の異常者を
認めるが， X2検定によれば，両群聞に有意の差は
ない。 
(6) 寄高 B-h，その他
寄高 B-hの最大値，最小値及び平均値は，第 2表
に示す通りで， F-testで検定すると，両群間に有意
の差はない。寄高の正常値の上限界は， 2cmとさ
れている。両群ともに 2cmより大なる寄高をもつ
ものはない。即ち寄高には病的なものはなし、。
肺臓基底横径 Lbの最大値，最小値及び平均値
は，第 2表に示す通りで， F-testで検定すると， 
A 奈佐 三士 第 33巻コ三三 開己、
両群。苛に有意の差はなし、。基底径Bの最大値，最小
値及び平均値は，第 2表に示す通りで， F-testで検
定すると，両者二間に有意の差はなし、。 
2) 形態指数 

(り左右径比率 Ml/Mr

心臓の位置を示すもので，此の比率の標準値より
大なるものは左偏在fを， /トなるものは右偏位を示
す。小田等の報告によると，最大 3.9，最小1.2，平
均 2.12，標準偏差 0.45で，之に従って各心位を示す
例数を第4表に掲げる。左右径比率の平均値は，第 
4表に示す如く，両者二ともに 2.12より小で、あって，
左偏位心を示すものはない。 Carrier群では，正常
位心 18名 (50%)，右偏位心 18名 (50%)であり，
学
陰性者群では，正常位心 16名 (44.4%)， 右偏位心 
20名 (55.6%)で， X2検定によれば，両群問に有意
の差はない。
第 4表 左右径比率 Ml/Mr
値|値 l 内 !よ
大|小|均ト h l 
最|最|平一囲山|[ り小一一一
I1.081 1.t> [ 0 [2~ 名 118 名Carrier群 245i1.081 1.t>21 0 I(50ml(5om 
一 1110116名 20名
陰性者群;247(L15;160l l(444%〉(556%〉 
(2) 縦帽径比率 L/Br
心臓の縦径の方向に対する形態を示すもので，此
の比率の標準値より大なるものは広短形の心臓を，
小なるものは細長形の心臓を示す。小田等の報告に
よると，最大1.6，最小1.0，平均1.30，標準偏差 0.08
で，之に従って各心形態を示す例数を第 5表に掲げ
る。両群の平均値には差はなく，両群とも広短心 12
名 (33.3%)，正常形心 23 名 (63.9~合)，細長心 1 名 
(2.8%)である。 
縦幅径比率 LjBr
(3) 傾斜角 α
心臓の姿勢を示すもので， itの角度の標準値より
大なるものは立姿の心臓を，小なるものは，横姿の
心臓を示す。小田等の報告によると，最大 570，最
小 320，平均 44.90で，標準偏差は 4.780である。之
に従って分類すると第6表の通りである。即ち傾塗
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第6表傾斜角 α
最 I:最|平 i 標準偏差範囲
大/ト|均
値|値|値|より大| 内 |より小 
carrier|57013001434018名 14名 l_n1n4名 
l ( I，jU 
4.1・引(22.2%)， (38.9%): (38.9%) 1 1 
陰 0性者 11':10i':2(¥ IA(¥ t:o; 4名 1 13名 I 19名
群 J51J30i40.60cii%)J(3_L6.íl~bJ (別%)I 
角の平均値は， Carrier群では 43.40，陰性者群では
40.60であり，Carrier群では，立姿心 8名 (22.2
%)，正常姿心 14名 (38.9%)，横姿心 14名 (38.9
%)で，陰性者群では，立姿心4名(11.1%)，正常
姿心 13名 (36.1%)，横姿心 19名一 (52.8%)である
等より大であると言って居るが，著者の成績によれ
ば， Carrier群では，此様なことは特に見られな
し、。叉，湾高は， Carrier群に 2cmより大なるも
のなく，左心室の拡大がなし、ことを示す。陰性者群
にも勿論ない。妹尾によれば，鈎虫症患者では，湾
高が 2cm以上のものは， 34例中 16例 (47.1%)
で，約半数のものに於いて，左心室の拡大が著明で
あると報じている。此の様なことは， Carrier群に
はみられない。
以上， Carrier群では，陰性岩群と有意の差はな
く， Crrrier群特有の愛化は，径計測値については
みられない。 Carrier群に特に安化を認められなし、
が， χ2検定によれば両群聞に有意の差はない。 
3) 心臓面積
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なかったというが，矢張り，此の学童の鈎虫 Carrier
第 7表心臓正面{象面積 群も，赤血球数，血色素量共に対照群と有意の差は
別|最大値|最小値 平均値 なく，貧血を示してし、ない。これに反して，妹尾の若手
Carrier群 112.3 cm2 
検査対象である鈎虫症患者は， Hb 60%以下のもの 
陰性者群 119.3 cm2 25名平均筒 (Hb48.1%)，Hb 61%以上のもの 9
名(平均値 Hb才4.8%)で，貧血所見を認めるため
4. 総括並びに者察 に，径計測値が異常な~化を示したのであろう。既
径計測値に就いて に，美甘等(1934)ゅは， r各種貧血患者に於し、て，
妹尾は， r鈎虫症患者の心臓は，横に拡大してい 各径及び心臓正面像面積は，貧血の度の進むに従つ
るものが約 3分の 2で，その拡大は左右両方にみら て増大する。而して，慢性の中等度以上の貧血に於
れるが，主に左方に拡大していることが明らかであ いては，心臓の拡大することは，略々確定的であるJ
る。左正中間隔，右正中間隔及び横径は，何れも血 といって居る。従って，鈎虫感染はあっても，賛血
色素量に大体逆比例して長くなっているJと報じて の来てない Carrier群では，径計測値について安
いる。併し乍ら，著者の検査対象である Carrier群 化がないのは，当然であると思われる。
及び陰性者群には，横径が標準値より1.5cm以上 形態指数に就いて
大なる例数は， Carrier群になく，陰性者群に 1例 妹尾によれば，鈎虫症患者では，左右径比率より
みられるのみである。そして左正中間隔が，標準値 みて，正常位心 44.1%，左偏位心 41.2%，右偏{立心
より1.5cm以上大なる例数は，両群ともにみられ 14.7%であるが，著者の検査対象の両群では，左備
ない。右正中間隔が，標準値より1.5cm以上大な 位心を示すものなく， Carrier群では， IE常位心 18
る例数は， Cari:'ier群に 1例，陰性者群で 2例であ 名 (50%)，右偏位心 18名 (50%)で，陰性者群で
る。即ち著者の成績によれば， Carrier群の心臓 は，正常位心 16名 (44.4%)，右偏{立心 20名 (55.6
は，横に拡大していることもなく，特に左方に拡大 %)で，両群聞に有意の差はない。
して居ることもなく，陰性者群と有意の差はない。 妹尾によれば，鈎虫症患者では，縦幅径比率より
縦径及び幅径は，既述の如く，その平均値に於し、 みて，正常形心 47.0%，広短心 32.4%，細長心 20.6
て，両群間に差がなく，標準値より1.5cm以上大 %であるが，著者の検査対象の両群では，正常形心
なる例数は， Carrier群に於ては，縦径 2例， I隔径 23名 (63.9%)，広短心 12名 (33.3%)，細長心 1名 
2例で，陰性者群に於ては，縦径3例，幅径 2例で (2.8%)であり，矢張り， IE常形心又は広短心のも
両群聞に有意の差はない。妹尾によれば，鈎虫症患 のが多い。
者の大多数では，縦径もl隔径も，標準の心臓のそれ 妹尾によれば，鈎虫症患者では，傾斜角よりみて，
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正常姿心 52.7%，横姿心 38.3%，立姿心 8.8%であ
仏大多数は正常姿心叉は横姿心である。著者の検
査対象である鈎虫 Carrier群では，正常姿心 14名
(38.9%)，横姿心 14名 (38.9%)，立姿心 8名 (22.2
%)で，陰性者群では，正常姿心 13名 (36.1%)，横
姿心 19名 (52.8%)，立姿心 4名(11.1%)であり， 
f検定によれば，両群問に有意の差はなく，横姿心
叉は正常姿心が多い。
心臓面積について
心臓正面{象面積を表わすには，面積計 Plani-
meterを用いたり，グラフペーパーに心臓影を書
きとり，目の数で計算したり，叉，グラフペーバー
を切りぬいて，重量をはかり既知面積のグラフベー
パーと較べる方法もあるが，著者は， Gubnerの計 
算式により面積を算出した。心臓面積は，両群問に
有意の差はなし、。これは，縦径L及び基底径Bが， 
両者二問に有意の差がないことからみて，当然なこと
であろう。叉，既述の如く，妹尾は， r鈎虫症患者の
心臓面積は，賛血の高度であるもの程大きいJと報
じ，美甘等は， r各種賛血患者の心臓正面像面積は， 
賛血の度の進むに従って増大する jと述べている。
従って，賛血の来てし、ない鈎虫 Carrier群が，陰 
性者群と有意の差がないのは，妥当なことと考えら
れる。
尚， I七の計算式による心臓面積価は，一般に面積 
計 Planimeterによる測定価より大きく出る。従
って額田・今村の心臓面積の標準価を規準としての
検討は行わなかった。 
5.結論
鈎虫 Carrier群 36名及び鈎虫|創生者群 36名の
心臓実大{象を精査した結果，次の結論を得た。 
1) 径計測値に関しては，両群聞に有意の差はな 
い。
の Carrier群では，正常位心 18名 (50%)，右
偏位心 18名 (50%)で，陰性者群では，正常位心
16名(44.4%)，右偏位心 20名 (55.6%)で，両群
聞に有意の差はない。
3) 両群とも正.常Jlf心及び広短心が多い。
の Carrier群では，立姿心 8名 (22.2%)，正常
姿心 14名 (38.9%)，横姿心 14名 (38.9%)で， r塗
性者群では，立姿心 4 名(11. 1~合)， 正常主主心 13名
(36.1%)，横姿心 19名 (52.8%)で，x2検定によれ
ば有意の差はない。
5) 心臓面積は，両群問に有意の差はない。 
6. 全編の総指
鈎虫 Carrier群 36名及び鈎虫陰性者群 36名を検査対象とする心電図所見を， Master二
階段詰験前後について観察した。両群ともに，工場従業員で，鈎虫 Carrier群は対照の鈎虫
陰性者群に比べて，血液所見では，僅かに好酸球の増加が見られるのみで他の点では差がな
く，循環系の自覚症状が危険率 10%以下で鈎虫 Carrier群に多かったが，心待数は，負荷前
後とも両群に差がなし¥。叉，負荷による血圧及び脈圧の増加，脈持数の増加の何れにも両群の
聞に差は認められない。 心電図所見は，鈎虫 Carrier群に特別の所見は認められない。負荷
前後の所見にも両群の聞に差は認められない。次に，両詳のレントゲン線心臓実大像を精査し
たが両群の間に差は認められない。妹尾は，鈎虫症の心電図及び心臓実大像に著るしい病的変
化をみているが，軽感染で貧血の来ていない鈎虫 Carrierでは，むしろ心電図及び心臓実大
像に変化のないことが当然であると考えられるO
調筆するにあたり終始御懇篤なる御指導を頂いた恩師柳沢利喜雄教援に深甚なる感謝を捧げま
す。叉，研究中御支援を賜わった当教室内田昭夫先生及び矢島ふき先生に感謝します。
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